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査
』
の
う
ち
「
新
規
参
入
者
調
査
」
結
果
に
よ
り
、
過
去

10
年
の
新
規
参
入
者
数
を
市
町
村
別
に
算
出
し
、
そ
の
割

合
に
応
じ
て
比
例
配
分
し
、
2
9
2
7
名
と
な
っ
た
。
合

計
１
万
3
0
0
2
名
に
配
布
し
、
2
3
5
5
人
か
ら
回
答

（
有
効
回
答
率
18
・
1
％
）
を
得
た
。　

　

調
査
回
答
者
の
基
本
的
な
属
性
・
指
標
（
就
農
時
年
齢
、

性
別
、
就
農
経
過
年
数
、
出
身
、
同
居
世
帯
員
数
、
配
偶

者
の
状
況
）
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
女
性
は
12
・

1
％
で
あ
り
、
前
回
8
・
1
％
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
農

家
出
身
者
は
対
象
外
で
あ
る
が
、
祖
父
母
が
農
家
の
人
は

15
・
5
％
い
る
。
73
・
4
％
に
配
偶
者
が
お
り
、
う
ち

32
・
7
％
は
他
の
仕
事
に
従
事
す
る
な
ど
し
て
、
農
業
に

は
従
事
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
準
備
型
の
み
受
給
者
が
5
・
7
％
（
前
回
7
・

6
％
）、
経
営
開
始
型
の
み
受
給
者
が
50
・
8
％
（
前
回

60
・
8
％
）、ど
ち
ら
も
受
給
し
て
い
る
者
が
28
・
1
％
（
前

回
21
・
7
％
）、受
給
し
た
こ
と
は
な
い
者
が
15
・
5
％
（
前

回
9
・
9
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
は
、
配
布
・

回
収
方
法
や
、
配
布
数
の
影
響
を
受
け
る
が
、
今
回
の
調

査
で
は
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
の
非
受
給
者
に
対

し
て
も
相
当
数
を
把
握
し
、
配
布
で
き
た
こ
と
か
ら
、
非

受
給
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。 

　

現
在
の
販
売
金
額
第
１
位
の
経
営
作
目
の
人
数
と
割
合

を
、
前
回
調
査
と
比
較
す
る
。
新
規
参
入
者
で
は
、
割
合

が
高
い
順
に
露
地
野
菜
（
33
・
0
％
）、
施
設
野
菜

（
31
・
6
％
）、果
樹
（
15
・
8
％
）、「
水
稲
等
」（
7
・
0
％
）、

「
花
き
・
花
木
」（
3
・
1
％
）、
そ
の
他
の
耕
種
作
目

（
2
・
3
％
）、
そ
の
他
の
畜
産
（
2
・
8
％
）、
酪
農

（
2
・
0
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
露
地
野
菜
、
施
設
野
菜
、

果
樹
の
第
１
位
か
ら
第
３
位
ま
で
の
作
目
で
80
・
5
％
と

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
前
回
か
ら
大
き
く
割
合
を

変
え
た
作
目
は
な
い
が
、
露
地
野
菜
の
割
合
が
低
下
し
、

施
設
野
菜
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
酪
農
47
名
（
前
回
27
名
）
の
う
ち
、
北
海
道
が
35

名
（
前
回
20
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
就
農
地
は
、
関
東
・
東
山
（
24
・
1
％
）
が
最
も

多
く
、
九
州
（
16
・
4
％
）、
東
海
（
11
・
4
％
）
が
続

い
て
い
る
。
以
下
、近
畿
（
9
・
8
％
）、中
国
（
9
・
8
％
）、

東
北
（
8
・
3
％
）、
北
海
道
（
7
・
6
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
就
農
前
の
居
住
地
は
、
関
東
・
東
山
や
近

は
じ
め
に

　

全
国
農
業
会
議
所
・
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
非
農
家
出
身
の
新
規
参
入
者
を
対
象
に
し
た
大
規
模

な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
３
～
５
年
お
き
に
実
施
し
て
い

る
。
本
章
で
は
、
最
新
の
調
査
結
果
（
2
0
2
1
年
８
月

調
査
、
2
0
2
2
年
３
月
公
表
）
を
も
と
に
、
就
農
の
経

緯
や
経
営
概
況
、
農
業
経
営
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
調
査
結
果
の
詳
し
い
内
容
は
、
全
国
新
規
就
農
相

談
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
調
査

結
果
を
参
照
し
て
欲
し
い
。
本
章
は
、
同
調
査
結
果
の
一

部
を
使
用
し
つ
つ
、
基
本
的
に
は
新
た
に
記
述
し
た
。
な

お
、
前
回
調
査
結
果
（
2
0
1
6
年
8
月
調
査
、

2
0
1
7
年
3
月
公
表
）
の
要
点
に
つ
い
て
は
、
堀
部

（
2
0
1
9
）
を
参
照
の
こ
と
。

調
査
方
法

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
就
農
し
て
か
ら
概
ね
10
年
以

内
の
新
規
就
農
者
で
、
土
地
な
ど
を
独
自
に
調
達
し
た
者

を
対
象
と
し
て
い
る
。
農
家
出
身
者
は
対
象
外
で
あ
る
。

今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
分
析
に
精
通
し
た
研
究
者
、

専
門
業
者
の
助
言
と
農
林
水
産
省
の
協
力
を
得
て
、配
布
・

回
収
方
法
を
改
良
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
都
道
府

県
に
対
し
て
就
農
実
績
に
合
わ
せ
て
統
一
的
な
調
査
が
可

能
に
な
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
数
を
確
定
し
、

有
効
回
答
率
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

章
に
お
い
て
も
、
前
回
調
査
と
の
比
較
を
行
う
が
、
数
値

の
変
化
は
、
実
態
（
現
実
社
会
）
の
変
化
だ
け
で
な
く
、

配
布
・
回
収
方
法
変
更
の
影
響
も
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
は
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

（
青
年
就
農
給
付
金
）
受
給
者
に
対
し
て
は
、
①
準
備
型

5
7
5
名
、
経
営
開
始
型
（
両
方
と
も
受
給
を
含
む
）

9
5
0
0
名
、
合
計
１
万
0
0
7
5
名
を
、
全
国
農
業
会

議
所
が
管
理
し
て
い
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
対
象
者
を
抽
出
し
、
直
接
、

郵
送
・
配
布
し
、
返
信
用
封
筒
に
て
回
収
し
た
。
非
受
給

者
に
つ
い
て
は
、
主
に
農
業
委
員
会
に
郵
送
・
配
布
し
、

全
国
農
業
会
議
所
宛
て
返
信
用
封
筒
に
て
回
収
し
た
。
農

業
委
員
会
へ
の
配
布
数
は
農
林
水
産
省
『
新
規
就
農
者
調

１２
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畿
、
九
州
の
割
合
が
高
い
。

就
農
動
機

　

就
農
し
た
理
由
を
み
る
と
、「
経
営
」
に
関
す
る
理
由
、

「
自
然
・
環
境
」
に
関
す
る
理
由
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
（
表
２
）。
項
目
別
に
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
経
営

に
関
す
る
理
由
の
中
で
は
、「
自
ら
経
営
の
采
配
を
振
れ

る
か
ら
」
が
51
・
6
％
で
、
全
選
択
肢
の
う
ち
で
最
も
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
農
業
は
や
り
方
次
第
で

も
う
か
る
か
ら
」
も
35
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

回
答
者
が
就
農
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
自

然
・
環
境
」
に
関
す
る
理
由
で
は
、「
農
業
が
好
き
だ
か
ら
」

は
36
・
4
％
、「
自
然
や
動
物
が
好
き
だ
か
ら
」
が
20
・

1
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、「
会
社
勤
め
に
向
い
て

い
な
か
っ
た
か
ら
」「
都
会
の
生
活
が
向
い
て
い
な
か
っ

た
か
ら
」
と
い
う
消
極
的
な
理
由
は
、
前
々
回
の
調
査
か

ら
継
続
的
に
増
加
し
て
い
る
。

　

就
農
地
の
選
択
理
由
（
順
位
別
、
３
つ
ま
で
選
択
）
を

み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と
同
様
に
、「
取
得
・

３
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表 1　回答者の属性（就農時年齢、性別、家族形態）
単位：％

就農経過年数 性別 就農時年齢 配偶者の有無とその農業従事状況
１・２年目 31.1 男 87.9 29歳以下 14.3 配偶者がいる 73.4

３・４年目 21.3 女 12.1 30～39歳 47.2 配偶者も一緒に農業をして
いる 47.2

５年目以上 47.5 40～49歳 31.6 配偶者は、補助的に農業を
手伝っている 19.5

50～59歳 5.0 配偶者は、他の農場で、農
業に従事もしくは農業研修
を受けている

0.6
出身 60歳以上 2.0 

農家出身ではない 84.5
同居世帯員数

平均、人

配偶者は、他の仕事に従事
している 30.2

両親は農家以外、祖
父母は農家 15.5 農業を含め仕事に従事して

いない 2.5

農家出身である 0 3.0 配偶者はいない 26.6

表 2　就農した理由（3つまで選択）
単位：％

就農した理由 今回調査 前回調査
（2016年）

前々回調査
（2013年）

自然・環境

農業が好きだから 36.4 40.4 37.7
自然や動物が好きだから 20.1 18.8 23.6
農村の生活（田舎暮らし）
が好きだから 15.7 16.2 18.4

安全・健康

食べ物の品質や安全性に
興味があったから 17.0 20.0 19.8

有機農業をやりたかった
から 10.8 11.9 14.0

家族・自由

時間が自由だから 28.3 24.1 27.4
家族で一緒に仕事ができ
るから 15.1 19.8 19.8

子供を育てるには環境が
良いから 10.5 10.0 11.2

配偶者が農業を始めたから  2.0 ‐ ‐

経営

自ら経営の采配を振れる
から 51.6 52.3 45.8

農業はやり方次第でもう
かるから 35.2 38.2 32.3

以前の仕事の技術を生か
したいから  7.9  7.9  6.5

消極的

会 社 勤 め に 向 い て い な
かったから  ※ 22.1 16.6 13.8

都会の生活が向いていな
かったから  5.2  3.9  2.5

※「会社勤めに向いていなかったから」は、前回までは「サラリーマンに向いていなかったから」。
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